
 

（概要版）   中学校理数教育における 
  思考力を高める授業に関する調査研究 
        ―類推的・帰納的・演繹的な指導方法の分析を通して― 

 
長期研修員 樋口 孝行 

〈研究仮説〉 
「生徒がきまりや法則を考えて理解する」ことを重視している教師は、思考力を高めるた
めに、類推的・帰納的・演繹的な指導方法を取り入れた問題解決的な授業を行っている。 

生徒が考えて

概念や原理・法則
を理解する授業！

数学的活動 

思考力を高め概念や原理・法則を理解した生徒 
 
 
類推的な指導方法 
 

既習内容との類似性に着
目して、きまりや法則を発
見したり、課題解決の見通
しをもったりするための学
習指導 

 
 

 
 
 

帰納的な指導方法 
 

いくつかの操作活動や具
体例などの結果を比較し、
共通点を考え、一般的な 
きまりや法則を発見する 
ための学習指導 

 
 
 

 
 

演繹的な指導方法 
 
発見したきまりや法則の 

一般性を確かめたり、きま
りを活用して考えたりする
ことによって、理解を深め
るための学習指導 

 
 

思考力 

類推的な指導方法 
数
学
的
活
動
の
充
実 

理数ともに
概念や原理・法則
の理解が課題

 
生徒が考えて 

概念や原理・法則
を理解する授業！

が 

理数ともに 

概念や原理・法則
の理解が課題 

学習指導要領や先行研究から 
思考力を高め、概念や原理・法則の理解を図るための 
指導モデルを構築し、質問紙作成の拠り所にしました。 



概念や原理・法則の理解のための指導観の実際 

「きまりや法則の理解」の重視への影響度 

思考力を高める学習指導の実際 

「思考による理解」    
   の重視の要因 

生徒による発見 

探究的な学習 

重回帰分析 

重回帰分析 

思考による理解 ＞ 教師の説明 

思考力を高めるために、

三つの指導方法を取り入

れた授業を行っているか

調査・ 分析しました。

指導観や指導方

法の実施を次のよ

う な要素の質問紙

で調査しました。

「きまりや法則の成り立つ理由が分かる」ことを 
             ほとんどの教師が重視！ 
「生徒の思考による理解」の重視が 
     「きまりや法則の理解」の重視の要因！ 

２ 
倍 

Χ²検定 

思考力を重視している先生は 
問題解決的な学習を重視し、 
三つの指導方法を取り入れています！ 

「きまりや法則の理解」の重視の割合 

３１２人   ３１９人 ９８％ 

 
本県の先生方は、 
   きまりや法則の理解のために 
   思考力を高めることを重視しています！ 

 

重回帰分析 

矢印が太いから
取り入れている
傾向が高い 

思考力
を重視
してい
るかい
ないで、
指導に
差があ
りま
す！ 

 
標本抽出した本県の中学校の理数教師  
数学 319人 理科 222人  
            に質問紙調査 

思考力を高めるために、
三つの指導方法を取り
入れた授業を行ってい
るか調査・分析しました。 

指導観や指導
方法の実施を
次のような質問
で調査しました。 



思考力を高める指導方法の実際 

思考力を高める授業の実際 

数学 

理科 

矢印が太いから
取り入れている
傾向が高い 

思考の仕方を
明確にした学習
活動を行っている 

三つの指導方法を

具体化した  
   指導方法 

理科は、モデルや 
表、グラフによる 

きまり発見の手立ても 

因子分析 

思考による理解重視 

 

きまりを確か
め活用する 

 

 

既習内容から
きまりを考える 

 

 
一例から 

きまりを考える 
 

きまりを関連・発
展させて考える 

共通点からき
まりを考える 

演繹的な 
指導方法 

演繹的な 
指導方法 

類推的な 
指導方法 

類推的な 
指導方法 

帰納的な指導方法 演繹的な指導方法 演繹的な指導方法 類推的な指導方法 類推的な指導方法 

 
思考力を重視している先生方が 
共通して行っているのが 
三つの指導方法を具体化した指導方法です！ 

 

思考による理解 

類推的な指導方法 
（既習内容から   
     きまりを考える） 

類推的な指導方法 
（１例からきまりを考える） 

帰納的な指導方法 
（共通点から 
    きまりを考える） 

演繹的な指導方法 
（きまりを確かめ、 
      活用して考える） 

演繹的な指導方法 
（きまりを日常や既習と関連さ
せたり発展させたりして考える） 

※ 矢印が太い方   
  から取り入れて 

  いる傾向が高い。 

きまりの発見に課題。 
類推（一例）ではなく、 
帰納的な指導方法で。 

 

演繹的な指導方法
（確かめ・活用）は、 

ほとんどの先生が

行っているため要
因には現れません。 

重回帰分析 

 

三つの指導方法を 
  互いに関連させて取り入れた授業が 
         思考力を高める授業です！ 

 



問い合わせ先 群馬県総合教育センター 
              担当係：研究企画係 ０２７０－２６－９２１２（直通） 

    

理由２ 

理由３ 

 
○ ねらい 

  数学的活動を通して、概念や原理・法則の理解を深める。 
○ ねらいを達成するための問題解決過程と適切な指導方法 
 

 

〈授業構想の視点〉 

○ 生徒が思考し理解する問題解決的な学習指導 
○ 思考力を高めるために、類推的・帰納的・演繹的な指導 
   方 法の三つの指導方法を取り入れた学習指導 
○ さらに、三つの指導方法を互いに関連させて取り入れた   
   学習指導    

理由 

   以下のことが調査・分析の結果、統計的に明らかになりました。 

分析結果から明らかとなった学習指導 

三つの指導方法を取り
入れることによって、 

数学的活動を充実させ、
問題解決的な学習 
の質を高める！ 

次のような 

問題解決過程を
提案します！ 

つまり 

提言を取り入れた授業 

授業の構想 

第２学年 「二等辺三角形の性質」 
ねらい：二等辺三角形の底角は等しい性質の理解を深める。 

ステップ１ 

既習（類推） 一例（類推） 共通（帰納） 確かめ（演繹） 発展（演繹） 

共通（帰納） 確かめ（演繹） 発展（演繹） ステップ２ 
発見する 

確かめる 

深める 

小学校のとき 

具体物を折って
性質を発見した
経験を想起 

具体例一例か
ら性質を発見 

いくつかの具体
例から共通する
一般的な性質
を発見 

発見した性質を
三角形の合同
などの定理を
使って、証明 

発見・証明した
性質を根拠とし
て、発展的に性
質を探究 

問題解決過程の構築 

発見する 確かめる 深める 

ねらいに対して
適切な指導方法
を選び組み合わ
せます！ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

思考力を高め、概念や原理・法則の理解を深めるために、 

類推的・帰納的・演繹的な指導方法の三つの指導方法を 
適切に組み合わせた問題解決的な学習を構想・実践しましょう！ 

 

提 言 ！ 

１時間の授業の実際 

○ 三つの指導方法から適切なものを組み合わせた問題解決的な学習を構想・実践した 
  ことによって、生徒は、「二等辺三角形の性質」の理解を深めていくことができた。 

AB=AC 
BC=BD 

のとき、
∠ABC
＝？ 

三つの指導方法を意識して 
学習活動を構想することが大切 

具体化した指導方法により、ねらいに迫るため 
の学習活動をイメージします！ 

１時間の中に、「深める」学習まで取り入れることが 

授業改善のポイントです！ 


